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Ⅲ
保
護
上
重
要
な
植
物

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
 

アオカズラ 
県内ではいずれの生育地も個体数が少ない。特に人工林とその周辺の
ものは環境変化や林業作業で伐採され，生育地の消滅が懸念される。 
 
(英彦山・犬ヶ岳山地)，日田低地・丘陵地，豊後水道後背地域 
 
 
四国，九州(福岡・佐賀・熊本・大分・宮崎・鹿児島) 
中国 
 
丘陵地の林縁。 
 
 
県の西部地域では伐採されて生育地が減少している。「英彦山・犬ヶ
岳山地」の標本はあるが，その生育地は把握されていない。 
 
 
 

　 
　 
アワブキ科 
Sabiaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Sabia japonica Maxim.

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ハガクレツリフネ 
本県では主として南部・西部地域に分布し，生育地ではしばしば群生
している。林道開発や森林の伐採で生育地が減少し，植林などによる
生育環境の変化で，生育地の衰退が懸念される。 
 
津江山地，九重火山群，祖母・傾山地，北川上流域 
 
 
本州(紀伊半島)，四国，九州(福岡・熊本・大分・宮崎) 
 
 
低山地や山地の湿った林縁。 
 
 
低山地の林縁に群生していた生育地が，植林や林道開発で消滅した所
がある。 
 
ソハヤキ要素の植物。 

　 
　 
ツリフネソウ科 
Balsaminaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Impatiens hypophylla Makino

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

エンシュウツリフネ 
分布域が狭く，本県の西部地域に隔離分布しており，生育範囲は狭く，
個体数も少ない。林縁や路傍の人為の影響を受けやすい所では生育環
境が悪化し，生育地の減少や消滅が懸念される。 
 
津江山地，玖珠丘陵地・山地，九重火山群 
 
 
本州(東海道)，九州(大分) 
 
 
丘陵地のやや湿潤地の林縁。 
 
 
林道工事や植生遷移の進行による環境変化で減少している所が多くな
っている。 
 
本県の生育地は，分布の南限域にあたる。 

　 
　 
ツリフネソウ科 
Balsaminaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Impatiens hypophylla Makino 
 var. microhypophylla (Nakai) Hara




